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【問題】「政治経済〔理系〕」（高校 3 年）定期試験 2016 年度

増　田　博　一

地歴公民科に属す科目で，本校では高校３年生で実施している「政治経済」ほど，時代

に影響を受けやすいものはない，と私には思われる。それは，時局やさらには政局に阿る

の謂いではなく，現在・短期・長期・超長期のタイムスパンのなかで，いま現在において

何を最も重要とみなし，かつ如何なる意味づけにおいてその判断行為がなされているか，

を明らかにする責務を負っていると考えるからである。

当初においては「対談」形式をとり，最終的には「座談」形式の試験問題に辿り着いた

のであるが，それは「対話法」や「弁証法」といった思想の語り手法への思い入れでなく，

いろいろな関心をさまざまに議論することに最も適していると判断したからに他ならない。

授業進度に応じて，議論される対象はたとえ同じであっても，その議論構成を基礎づける

議論地平は深化され重層的で立体的なものとなっていく。それは，座談参加者の教養小説

ビルドゥングス・ロマンのごとき進展をもたなければならないであろう。時に座談参加者

は対立し，あるいは結ばれ，エンディングを迎える。しかしながら，必ずしも「大団円」

に終結することはないのである。なぜならば，現実の世界は，今まさに，開かれたままで

あるからだ。その意味で，座談会は，教室という場をかりた，現在への投企である。

さらに，2016 年度においては，理系クラスにおいて文系クラスと異なったプログラムを

実行する許可を得た。中央大学への内部推薦において理系クラスから法学部や経済学部等

への「文転」制度があるため，文系クラスの授業内容と５割程度を共通化する必要がある。

このため，政治経済学的事項における基本は文理共通を心がけ，文系ではより立ち入った

議論をする一方，理系では「資源物理学」視点とりわけ「エントロピー法則」観点からの

アプローチを企てた。かつて，文理別の進路方向が明確であった頃に試みた資源物理学的

政治経済学を，「3.11」後に再びチャレンジする機会を与えていただいた訳である。

思うに，わが国では科学史やさらには科学思想史の講座が，文系からも理系からも排除

されている。「受験」の弊害というより，根本的に実学偏重の社会的傾向をもたらすべく，

教養を軽視した，生活の知恵より「科学技術」を絶対視する誤った政策が行なわれている。

そのような中，本校図書館司書教諭平野誠先生の御慫慂で，「ニュートンと錬金術」と

題した愚生選の書籍展示の機会に恵まれた。その第２弾「アインシュタインとその遺産」

を計画したが，力不足から実現できずに終わり，申し訳ない限りである。この場をかりて，

平野教諭はじめ図書館スタッフ皆様の御助力と御支援にたいし感謝の意を記しておきたい。
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年度初めの「スタディ・ガイド」に，ガイダンスとして，「授業への心積り」を述べた。

共に「政治経済」を担当した木下友美子先生のご同意を得て，小生の文責にて記したもの

である。それを再掲し，全体への道案内としたい。

〈まぴ：こんにちは。政経は，木下友美子とまっぴぃが担当です。理数系はまっぴぃが担当予定ですが， 

文系クラスの担当は４月になるまでどちらになるか（私たちにも）わかりません。ここでは，二人

の心積りをお伝えしたいと思います。私まっぴぃは四半世紀以上も『政治・経済』を担当してきた

年寄で賞味期限（?）は残り 1 年です（苦笑）。木下先生は本校卒業生の法学専攻で本校教壇は４年

目になります。それでは，初めのご挨拶から行きましょう。

ゆみ：はい。楽しい楽しい政経が始まります！（笑顔）

　　私が中附生のときに一番好きな授業だったかもしれない政経です！（さらに笑顔）

まぴ：わ～っ。いきなり来ました（笑）。それって「まぴ政経」ですよね（ウレピー）。先生にとって， 

いったい何が政治経済の魅力なんでしょうか？

ゆみ：そうですね。卒業式の後「政経がとても楽しかった。政経の先生を目指したい」という感想を

たくさん戴きましたが，政経の魅力は「今を考える」ことだと思います。「今」という時代を真剣に

見つめ，自分の立ち位置とこれからを考えさせてくれる科目なのではないでしょうか。

まぴ：「3.11」（東日本大震災と福島原発事故）から５年，安保法制法が成立し，「憲法改正」が叫ばれ

ています。経済では，実質賃金の減少と日銀マイナス金利導入で国民生活の困難が増しています。

１８歳選挙権が実施に向かう中，衆参同時選挙など囁かれています。選択の年になるでしょう。

ゆみ：米国大統領選の候補選びも，格差や既存政治家への不信を背景に予想外の展開となっています。

まぴ：アメリカ合衆国内部での経済格差は激しく，500 人に１人がホームレスという現実から「１％が

99％を支配している」との現状への批判がおきているのです。「イスラム国〔ＩＳ：Islamic State〕」

に加わる若者の背景には，世界的な格差の拡大深化があると言えそうです。

ゆみ：ＩＳに関連したシリア情勢の厳しさは，なかなか打開できないでいます。大量の難民が欧州に

押し寄せ，ギリシャ問題を抱える欧州はユーロ危機とあいまってＥＵの未来が問い直されています。

難民や移民などを排除しようと主張する政治家や政党，政治団体が声を大きくしてきている現実も

無視できません。日本では「ヘイト・スピーチ」規制がようやく現実課題となってきたレベルです。

まぴ：こうした世界と日本の現在情勢の中で政経の授業をすることは，とても緊張感あるものです。

ゆみ：はい。国際社会においても自国利益を押し出す傾向が顕著です。中国の海洋進出は東アジアに 

とって大きな難題となっています。尖閣問題は，このような国際情勢の中にあることを認識して，

日中が解決しなければならない問題の一つです。

まぴ：尖閣諸島のある沖縄は，辺野古への基地移転と新施設建設をめぐり政府と対話を続けています。

私たちはアジア・太平洋戦争に敗れて以降の 70 年間をきちんと総括すべき時機にあると思います。

ゆみ：わたしは，日本が敗戦後 70 年間にわたり自ら戦争をしなかったのは日本国憲法によるところが
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大きかったと考えています。第二次大戦さかのぼって第一次世界大戦にはじまる「世界戦争」期，

そしてその後の「冷戦」期を，法学や政治経済学から考えてみたいと計画しています。

まぴ：なるほど。私は，２０世紀後半は人類史にとって特異な時期であったと見ています。そして，

現在は，さらに近代という時代の長期にわたる「文明転換の時期」に入っていると考えています。

ゆみ：近代は国家の時代であると同時にグローバル化の時代だったと言えます ｡ そして，グローバル化

した現在では，国家には出来ないことがあります。また同時に，国家にしか出来ないこともあると

思います。わたしは，各国の憲法を尊重した国際社会の構築を課題にしてみたいと考えています。

まぴ：資源環境問題は，グローバルであり，かつ国家を基本単位として連携協力しなければならない

典型的な問題といえます。理数系クラスでは，科学史・技術史そして背後にある学問と時代思潮を

あわせて考えてみたいと思っています。文明構造とその観念の転換を年間テーマにしたいのです。

高校三年間の社会科の締めくくりとして，社会科学はもちろん人文科学や自然科学の知にも学んで

総合的判断が下せるような人間を目指したいのです。

ゆみ：はい。政経では，自分の考えだけで世の中や物事を見るのではなく，政治，経済，法律，社会，

思想，文化など多面的に考える見方を身につけてほしいと思います。難しい思想背景や概念が多く

出てきますが，表面や形式を知識として理解することで止まらず，その根本を摑んで自分で使える

ようになるまで頑張ってほしいです。選挙年齢が１８歳に引き下げられ，さまざまな法律がそれに

伴い改正されますから，「知らない」じゃすまされないのです。これからの時代を担う「世界公民」

をめざしてほしいと思います。

まぴ：う～ん。なかなか良いイントロになりましたね（自賛）。それでは，開講の宣言をしましょう。

二人：さぁ，「政治経済」を自分の頭と身体で考え，未来へと希望をつなげよう！〉

次ページ以降，理系クラスの４期にわたる「予定表」と４回の定期試験問題を掲載する。

2016 年度３年Ｉ組Ｊ組諸君には，十分に数学ツールを使いこなせない私の文理にまたがる

キワドイ授業にお付き合い頂いたことに，この場をかりてあらためて感謝の意を表したい。

私事になるが，本年度末をもって小生は定年退職を迎える。私のような曲者に，自由な

授業展開をお許しいただいた学校長小杉末吉先生に到る歴代の校長先生方，諸先輩および

同僚の社会科・地歴公民科の諸先生方に，言い尽くせない感謝の念を記させて戴きたい。

皆様，ありがとうございました。

（参考）本『教育・研究』誌上で発表した，以下の拙稿を御参照いただければ幸いである。
・【書評】ハンス ･ イムラー著『経済学は自然をどうとらえてきたか』栗山純訳 ８号（1994）
・エントロピー学派の「経済学」構想―【書評】『循環の経済学』『経済学の方向転換』 ９号（1995）
・【高校生のための学習パンフレット】歴史としての資本主義 １１号（1997）
・【高校生のための学習パンフレット】環境問題をどう学ぶか １２号（1998）
・【高校生のための学習パンフレット】グローバリゼーションとは何か １４号（2000）
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